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平
成
三
十
年
度 

通
常
総
代
会
開
催
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五
月
二
十
五
日
、 

三
重
電
気
会

館
に
お
い
て
、 
第
五
十
三
回
工
業

組
合
通
常
総
代
会
を
開
催
し
た
。 

　

総
代
六
十
一
名
全
員 

（
委
任
出

席
十
三
名
含
む
） 
が
出
席
、 

来
賓

と
し
て
三
重
県
議
会
議
員
中
川
正

美
様
、
三
重
県
防
災
対
策
部
消

防
・
保
安
課
長
山
路
栄
一
様
の
ご

臨
席
の
も
と
、 

松
阪
支
部
森
井
理

事
の
司
会
に
よ
り
開
会
、 

議
長
に

松
阪
支
部
⻆
谷
理
事
を
選
出
、 

議

案
審
議
に
入
っ
た
。 

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案

ま
で
順
次
提
案
審
議
が
行
わ
れ
、 

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。 

　

第
五
号
議
案
の
「
役
員
の
選

出
」
と
な
り
、 

議
長
よ
り
鈴
木
副

理
事
長
退
任
に
伴
う
新
理
事
候
補

を
報
告
、 

満
場
一
致
に
よ
り
伊
勢

支
部
鞆
田
博
章
を
新
理
事
と
し
て

選
出
し
た
。

　

最
後
に
関
連
事
業
の
報
告
、 

承

認
を
も
っ
て
十
六
時
十
分
全
て
の

議
案
を
終
了
し
た
。 　

三
重
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

理　
事　
長　
（
上　

野
）
石
原　

和
夫

副
理
事
長　
（
四
日
市
）
和
田　
　

博

　

〃　
　
　
（
松　

阪
）
⻆
谷　
　

徹

常
任
理
事　
（
松　

阪
）
森
井　

貞
彦

　

〃　
　
　
（
伊　

勢
）
下
井　
　

貢

　

〃　
　
　
（
桑　

名
）
黒
田　

幹
司

　

〃　
　
　
（
四
日
市
）
加
藤　

和
巳

　

〃　
　
　
（　

津　

）
山
本　
　

明

理　
　

事　
（
上　

野
）
山
本　

禎
昭

　

〃　
　
　
（
名　

張
）
竹
原　
　

実

　

〃　
　
　
（
尾　

鷲
）
堂
前　

尋
旦

　

〃　
　
　
（
伊　

勢
）
植
田　

幸
成

　

〃　
　
　
（
伊　

勢
）
内
田　

賢
樹

　

〃　
　
　
（
伊　

勢
）
鞆
田　

博
章
（
新
任
）

　

〃　
　
　
（
四
日
市
）
若
林　
　

忠

　

〃　
　
　
（
員　

弁
）
岡　
　

正
人

　

〃　
　
　
（
鈴　

鹿
）
廣
田　
　

隆

　

〃　
　
　
（
青
年
部
）
前　
　

豊
亘

　

〃　
　
　
（
青
年
部
）
大
西　

岳
夫

監　
　

事　
（
四
日
市
）
加
藤　

圭
吾

　

〃　
　
　
（
鈴　

鹿
）
明
田　

一
士

旧
役
職

副
理
事
長　
（
伊　

勢
）
鈴
木　
　

茂

退
任
さ
れ
た
方

新

役

員

名

簿

石原理事長あいさつ

安
全
標
語
の
選
定
と
活
用

　

当
組
合
の
安
全
・
業
務
災
害
部

会
に
お
け
る
平
成
二
十
九
年
度
事

業
の
一
環
と
し
て
、 

安
全
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、 

広
く
安
全
標

語
の
募
集
を
実
施
し
た
。 

　

応
募
の
中
か
ら
三
作
を
優
秀
作

品
に
選
定
し
た
。 

　

こ
の
標
語
を
各
支
部
並
び
に
各

組
合
員
事
業
所
で
、 

各
種
安
全
施

策
及
び
行
事
に
お
い
て
活
用
し
、 

災
害
撲
滅
に
努
め
て
下
さ
い
。

《
安
全
標
語
》

一
、
焦
る
ほ
ど
　
増
え
る
リ
ス
ク
の
　
落
と
し
穴

（
伊
勢
支
部
　
㈱
植
田
電
気
工
事
事
務
所
　
大
形
　
直
哉
　
様
）

二
、
危
な
い
ぞ
　
事
故
は
　
慣
れ
か
ら
　
油
断
か
ら

（
員
弁
支
部
　
㈲
岡
電
機
商
会
　
岡
　
　
秀
俊
　
様
）

三
、
こ
れ
く
ら
い
　
緩
む
心
に
　
ひ
そ
む
事
故

（
松
阪
支
部
　
長
谷
電
工
㈱
　
坂
口
　
智
康
　
様
）
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平
成
三
十
年
度

　

六
月
八
日
、
三
重
電
気
会
館
に

お
い
て
、
三
重
県
電
気
工
事
業
工

業
組
合
青
年
部
会
の
第
三
十
七
回

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

八
十
八
名
（
内
委
任
出
席
三
十

七
名
）
が
出
席
、
来
賓
と
し
て
三

重
県
工
組
石
原
理
事
長
・
和
田
・

⻆
谷
各
副
理
事
長
が
出
席
さ
れ

た
。
員
弁
支
部
岡　

正
輝
氏
の
司

会
に
よ
り
進
行
、
石
原
理
事
長
、

中
部
工
組
連
合
会
青
年
部
影
浦
会

長
挨
拶
の
後
、
議
長
を
選
出
、
伊

勢
支
部
長
谷
川
氏
が
議
長
と
な
り

議
案
審
議
に
入
っ
た
。

　
「
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
報
告
承
認
」
が
審
議
さ

れ
、
引
き
続
き
「
平
成
三
十
年
度

事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の

承
認
」
な
ど
提
出
議
案
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
全
て
可
決
承
認
さ
れ

た
。

　

最
後
に
、
本
総
会
を
も
っ
て
退

任
す
る
津
・
桑
名
各
支
部
幹
事
の

後
任
役
員
を
議
長
よ
り
報
告
、
満

場
一
致
に
よ
り
新
役
員
を
選
出

し
、十
五
時
に
総
会
を
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
引
き
続
き
八
月
二
十
五

日
（
土
）
三
重
県
工
組
青
年
部
会

が
主
体
と
な
っ
て
津
市
「
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
津
」
で
行
わ
れ
る
中
部

工
組
連
合
会
青
年
部
各
県
交
流
会

の
前
段
と
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
デ
モ
を
行
い
予
定
し
て
い
た

行
事
を
全
て
終
了
し
た
。

青年部会前会長あいさつ

会
　
　
長

　

松　

阪　

前　
　

豊
亘

副
　

会
　

長

　

四
日
市　

大
西　

岳
夫

　

松　

阪　

東
川　

直
輝

　

桑　

名　

黒
田　

茂
章

支
部
幹
事

　
　

津　
　

福
田　

清
彦
（
新
任
）

　

上　

野　

田
矢　

幸
誠

　

松　

阪　

大
西　

隆
明

　

伊　

勢　

長
谷
川
隆
昭

　

四
日
市　

多
田　

隼
人

　

桑　

名　

三
上　

龍
一
（
新
任
）

　

員　

弁　

岡　
　

正
輝

　

鈴　

鹿　

中
西　
　

誠

監
　
　
事

　

上　

野　

南
出　

政
彦

　

松　

阪　

森
井　

数
馬

相
　

談
　

役

　

松　

阪　

水
本　

松
一

　

上　

野　

山
森　
　

悟

　
　

津　
　

前
川　

孝
司
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津
　

支
　

部

青
年
部
活
動

福
田
電
気
商
会

　
福
田
　
清
彦

　

私
達
、
三
重
県
電
気
工
事
業
工

業
組
合
青
年
部
津
支
部
は
ほ
ぼ
毎

年
、
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試

験
の
実
技
講
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
中
部
電
力
㈱
様
の

協
力
に
よ
り
組
合
員
様
を
対
象
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
シ
ス
テ
ム

の
講
習
も
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
、
私
達
自
身
も
大
変
勉
強
に

な
っ
て
い
ま
す
。
尚
、
中
部
電
力

㈱
様
と
は
年
一
回
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
達
青
年
部
津
支
部
と
の
交

流
会
も
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
達
が
今
一

番
力
を
入
れ
て
い
る
事
は
新
規
会

員
の
勧
誘
で
す
。
青
年
部
と
は
言

う
も
の
の
、
お
世
辞
に
も
青
年
と

呼
べ
る
メ
ン
バ
ー
は
お
ら
ず
、
会

員
数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
解
消
す
べ

く
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
様
の
力
を
お
借

り
し
つ
つ
、
私
達
現
役
会
員
も
新

規
会
員
勧
誘
に
奮
闘
中
で
す
。

　

新
規
会
員
に
入
会
し
て
も
ら

い
、
青
年
部
に
新
し
い
風
を
入
れ

て
活
性
化
さ
せ
る
。
こ
れ
が
私
達

の
今
の
目
標
で
す
。

上
野
支
部

最
近
、
改
め
て
教
わ
っ
た
こ
と

山
下
　
要
一

　

今
年
は
冬
季
五
輪
と
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
な
僕
に
と
っ

て
、
と
て
も
良
い
年
で
す
。

　

特
に
目
立
っ
て
活
躍
を
し
た

カ
ー
リ
ン
グ
女
子
チ
ー
ム
と
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
。
対
戦
相
手
が
格

上
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
性
と

チ
ー
ム
力
と
が
最
大
に
発
揮
さ

れ
、
奇
跡
の
勝
利
を
挙
げ
た
事
が

特
に
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
両
チ
ー
ム
が
大
事
に
し
て

き
た
こ
と
の
共
通
点
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
あ
り
ま
す
。

　

お
互
い
の
個
性
を
最
大
に
尊
重

し
生
か
し
て
、
心
を
一
つ
に
す
る

こ
と
で
目
標
を
達
成
し
て
い
く
。

　

そ
の
最
大
の
術
こ
そ
が
「
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
と
、
改
め

て
教
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

名
張
支
部

行
っ
て
良
か
っ
た　

大
山
崎
山
荘
美
術
館

辻
尾
　
美
峰

　

６
月
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
モ
リ
ス
展

に
行
き
ま
し
た
。
現
代
に
お
い
て

も
色
褪
せ
な
い 

美
し
い
く
ら
し

を
求
め
た
モ
リ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
。

　

そ
れ
に
し
て
も 

大
山
崎
山
荘

美
術
館
が
魅
力
的
！

　

昭
和
初
期
、
実
業
家
・
加
賀
正

太
郎
が
別
荘
と
し
て
完
成
さ
せ
た

３
階
建
て
の
英
国
チ
ュ
ー
ダ
ー
様

式
の
山
荘
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や

家
具
な
ど
歴
史
ロ
マ
ン
に
溢
れ
、

照
明
、
ド
ア
ノ
ブ
や
ガ
ラ
ス
窓
１

つ
１
つ
に
も
贅
や
趣
向
が
凝
ら
さ

れ
素
晴
ら
し
い
。

　

２
階
の
ポ
リ
フ
ォ
ン
は
、
１
０

０
年
以
上
変
わ
ら
ぬ
音
色
を
響
か

せ
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
席
で
は
飲
み

物
や
ケ
ー
キ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

京
都
盆
地
の
雄
大
な
景
色
を
一
望

で
き
ま
す
。

　

煉
瓦
造
り
ト
ン
ネ
ル
や
、
モ
ネ

の
睡
蓮
画
展
示
の
安
藤
忠
雄
設
計

新
館
や
、
睡
蓮
池
や
春
は
桜
、
秋

に
は
紅
葉
を
愛
で
る
。
美
術
館
と

し
て
は
小
規
模
な
が
ら
そ
の
建
物

自
体
に
価
値
が
あ
り
、
庭
園
も
美

し
く
、
ゆ
っ
た
り
時
が
流
れ
、
心

を
休
め
る
の
に
ぴ
っ
た
り
な
場
所

で
す
。
勝
手
に
「
我
が
別
荘
」
と

会　員

　寄　稿
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し
か
し
、
最
近
は
こ
う
思
い
ま

す
。
あ
れ
は
目
標
と
生
産
性
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
単
純
労
働
で
埋
め
て

い
た
だ
け
だ
と
。
同
じ
こ
と
を
し

て
は
な
ら
な
い
。

　

き
ち
ん
と
余
暇
を
取
り
、
い
ろ

ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る
人

材
を
育
て
、
短
時
間
集
中
で
労
働

効
率
を
上
げ
利
益
率
向
上
、
給
料

ア
ッ
プ
、そ
の
た
め
に
投
資
す
る
。

こ
の
循
環
こ
そ
が
目
指
す
と
こ
ろ

で
あ
る
と
。尾

鷲
支
部

最
近
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

湯
浅
　
生
子

　

最
近
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

と
言
え
ば
定
年
後
の
年
金
生
活
の

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
自
身
や
友
人
の
親
が

介
護
施
設
へ
の
入
所
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
年
に
な
っ
て
き
た
か
ら
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

時
講
長
以
下
、
世
話
人
十
名
、
講

員
百
名
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
今
は
講
長
以
下
、
世

話
人
三
名
総
勢
三
十
名
程
度
で
、

私
も
世
話
人
の
一
人
で
、
毎
月
三

千
円
積
み
立
て
て
一
年
お
き
に
参

拝
旅
行
に
行
き
ま
す
。　

　

菅
島
港
を
早
朝
チ
ャ
ー
タ
ー
船

に
て
出
航
、
鳥
羽
を
七
時
前
に
貸

し
切
り
バ
ス
に
て
多
賀
大
社
へ
向

け
て
出
発
、
ル
ー
ト
は
伊
勢
自
動

車
道
、
亀
山
よ
り
第
二
名
神
で
九

時
半
過
ぎ
に
多
賀
大
社
到
着
、
神

楽
殿
に
て
延
命
長
寿
、
家
内
安
全

の
祈
願
を
済
ま
せ
、
十
一
時
前
出

立
、
名
神
彦
根
Ｉ
Ｃ
、
米
原
Ｊ
Ｃ
、

第
二
東
名
で
一
路
東
京
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
と
い
え
ば
、お
刺
身
、

サ
ザ
エ
、
あ
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
各

自
講
員
（
漁
師
・
海
女
さ
ん
）
持

ち
寄
り
の
つ
ま
み
で
小
宴
会
が
始

ま
り
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は
切
れ
る

こ
と
な
く
、
午
後
七
時
少
し
辺
り

の
暗
く
な
っ
た
墨
田
川
へ
着
く
ま

で
延
々
と
続
き
ま
し
た
。
屋
形
船

に
乗
り
換
え
て
、
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
の
始
ま
り
で
す
。
船
室
は

し
て
、
ま
た
出
か
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
阪
支
部

最
近
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

㈲
エ
イ
テ
ィ
ー

　
濱
口
　
敬
治

　

働
き
す
ぎ
に
よ
る
労
災
と
か
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
だ
と
か
よ
く
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
１
９
８
４
年
、
高
卒
で

製
鋼
関
連
の
仕
事
に
つ
き
ま
し

た
。
５
勤
１
休
２
交
代
制
の
グ
ラ

イ
ン
ダ
ー
で
鋼
材
の
傷
を
削
る
単

純
作
業
で
、
反
対
班
が
来
る
ま
で

残
業
、
夜
勤
明
け
は
そ
の
ま
ま
工

場
の
整
備
な
ど
残
業
休
出
を
１
３

０
時
間
以
上
や
っ
て
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

　

周
り
の
大
人
た
ち
は
こ
れ
を
当

た
り
前
に
何
十
年
も
続
け
て
い

て
、
そ
の
超
勤
手
当
の
た
め
に
働

い
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

支
給
さ
れ
る
年
金
で
は
入
所
に

必
要
な
額
に
及
ば
な
い
と
言
う
話

も
耳
に
し
ま
す
。
子
供
達
に
負
担

は
か
け
た
く
な
い
。

　

健
康
で
は
あ
っ
て
も
高
齢
で
働

け
る
所
は
数
少
な
く
働
く
こ
と
が

で
き
る
か
と
言
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。

　

子
育
て
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら

自
分
達
が
楽
し
む
と
言
う
こ
の
年

に
な
っ
て
老
後
の
こ
と
を
考
え
る

と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

伊
勢
支
部

小
寺
デ
ン
キ
　
木
下
美
喜
雄

　

わ
が
町
に
は
、
菅
島
多
賀
講
と

い
う
の
が
あ
り
、
約
五
十
年
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。大
正
時
代
、

は
や
り
病
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
村
長
以
下
数
名
で
お
参
り
に

行
っ
た
と
こ
ろ
ご
利
益
が
あ
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
町

の
人
か
ら
は
「
お
多
賀
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
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広
く
て
三
十
人
が
席
に
つ
い
て
も

ま
だ
空
間
が
空
い
て
い
ま
し
た
。

乗
り
込
む
と
イ
ケ
メ
ン
の
船
頭
さ

ん
に
、
女
性
た
ち
は
ま
す
ま
す
テ

ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
ア
ツ
ア
ツ

の
天
ぷ
ら
を
ほ
お
ば
っ
て
ビ
ー

ル
、
焼
酎
を
飲
み
な
が
ら
、
衣
装

は
赤
い
ド
レ
ス
、
背
中
の
ジ
ッ

パ
ー
は
止
め
き
れ
ず
、
ウ
ラ
ラ　

ウ
ラ
ラ
～
～
長
い
髪
の
カ
ツ
ラ
を

振
り
乱
し
て
踊
り
、
三
人
揃
っ
て

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
「
春
一
番
」
と

か
、
大
盛
り
上
が
り
男
性
陣
は
大

笑
い
で
、大
宴
会
は
続
き
ま
し
た
。

　

船
の
外
は
浅
草
吾
妻
橋
あ
た

り
、
明
日
行
く
予
定
の
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
虹
色
に
光
っ
て
い
ま
し

た
。
船
頭
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
宴
会
最
後
は
「
河

内
お
と
こ
節
」
を
妻
が
歌
い
、
み

ん
な
で
輪
に
な
っ
て
二
曲
連
荘
で

踊
り
、
宴
会
の
締
め
と
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
船
頭
さ
ん

は
「
屋
形
船
で
輪
に
な
っ
て
み
ん

な
で
踊
る
、
初
め
て
見
ま
し
た
。」

と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
楽

し
い
二
時
間
を
過
ご
し
、
イ
ケ
メ

ン
船
頭
さ
ん
と
別
れ
を
惜
し
み
ま

し
た
。

　

翌
日
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
強
風

の
た
め
運
航
と
停
止
を
繰
り
返

し
、
上
が
っ
た
人
は
時
間
ま
で
に

降
り
ら
れ
ず
、
後
の
旅
程
が
大
幅

に
遅
延
し
散
々
で
し
た
。
こ
れ
も

旅
の
思
い
出
と
し
て
良
し
と
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
は
富
士
山
を
見
に
行
こ
う

と
い
う
こ
と
で
、
宿
は
鐘
山
苑
と

富
士
芝
桜
ま
つ
り
、
浅
間
神
社
と

天
気
に
恵
ま
れ
五
月
に
富
士
山
を

堪
能
し
て
き
ま
し
た
。

四
日
市
支
部

我
が
家
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ

親
和
電
機
工
業
株
式
会
社

達
富
　
友
美

　

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
っ
越
し

て
、
数
か
月
、
キ
ッ
チ
ン
の
雰
囲

気
を
変
え
た
か
っ
た
の
で
、
１
０

０
均
リ
メ
イ
ク
シ
ー
ト
で
棚
周
り

を
張
り
替
え
、
ラ
ブ
リ
コ
で
新
た

に
棚
を
い
く
つ
か
作
り
、
ラ
イ
ト

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
裸
電
球
に
し
た
と
こ

ろ
、
雰
囲
気
も
一
気
に
カ
フ
ェ
風

に
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
特
に
力

を
い
れ
た
の
は
、
ラ
ブ
リ
コ
で
の

棚
づ
く
り
。
棚
の
板
は
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
風
に
な
る
よ
う
に
、
古
い

足
場
板
と
オ
イ
ル
ス
テ
イ
ン
で
塗

装
し
た
も
の
を
用
意
。
総
費
用
も

１
万
円
く
ら
い
で
、
部
屋
は
様
変

わ
り
し
て
、
夫
婦
で
大
満
足
。
と

い
っ
て
も
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
た
も
の
は

全
て
夫
で
妻
の
私
は
隣
で
眺
め
て

い
た
だ
け
で
す
が
、
女
性
一
人
で

も
ラ
ブ
リ
コ
が
あ
れ
ば
、
簡
単
に

棚
づ
く
り
で
き
、
賃
貸
で
も
壁
を

傷
つ
け
ず
に
、
す
ぐ
に
原
状
復
帰

も
で
き
る
の
で
、
お
勧
め
の
Ｄ
Ｉ

Ｙ
方
法
で
す
。

桑
名
支
部

信
田
電
気
商
会

信
田
豊
喜
智

最
近
、
身
の
回
り
で
お
き
た
こ
と

　

父
親
が
86
歳
で
他
界
し
ま
し

た
。
別
に
年
相
応
で
、
亡
く
な
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
私
の
家
の
周
り
を
見
渡
せ

ば
、
10
年
前
、
い
わ
ゆ
る
近
所
の

お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
の
お
じ
さ
ん

が
み
る
み
る
う
ち
に
亡
く
な
ら
れ

て
お
ば
さ
ん
の
1
人
暮
ら
し
に

な
っ
て
、
さ
す
が
に
女
は
強
し
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
後
10
年
後
、
今
度
は
お
ば
さ
ん

が
、
次
々
と
逝
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。
寂
し
く
な
る
も
の
で
す
。
ご

近
所
は
、
核
家
族
化
し
て
い
て
、

家
を
出
て
い
て
歯
抜
け
の
よ
う
に

空
き
家
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
別
に
平

地
で
車
が
な
く
て
も
自
転
車
が
あ

れ
ば
す
こ
し
遠
く
に
行
け
る
し
歩

い
て
も
病
院
へ
行
け
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
き
家

に
な
り
ま
す
、困
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
と
私
の
地
域
で
は
、
祭
り
が

あ
り
、
地
域
で
今
は
何
と
か
ま
か

な
え
て
居
り
ま
す
が
、
将
来
不
安

で
す
。
以
前
自
治
会
の
寄
り
合
い

で
、
子
供
が
居
な
い
、
子
供
の
会

の
小
学
生
が
2
人
し
か
居
な
い
こ

と
が
議
題
に
上
が
り
、
祭
り
の
参

加
を
す
る
に
は
、
少
々
費
用
が
か
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か
る
の
で
、
親
御
さ
ん
が
、
控
え

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
自
治
会

と
し
て
も
、
費
用
な
ど
を
補
助
し

よ
う
と
、
町
内
会
費
、
市
、
民
間

企
業
の
補
助
事
業
な
ど
を
利
用
し

て
参
加
を
勧
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
皆
さ
ん
苦
労
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
何
に
し
て
も
身
の
回
り
に

は
、
高
齢
化
・
空
き
家
・
子
供
が

居
な
い
、
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
。
困
っ
た
も
の
で
す
。

最
近
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

　

最
近
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

と
言
え
ば
、
工
事
現
場
で
の
高
齢

化
で
し
ょ
う
か
。
お
お
ま
か
に
私

の
周
り
を
見
渡
せ
ば
、
40
代
50
代

60
代
70
代
と
、
ひ
い
て
は
80
代
前

半
の
職
人
さ
ん
が
、
主
流
と
な
り

働
い
て
い
ま
す
、
指
導
者
と
し

て
働
い
て
い
る
の
は
い
い
の
で

す
が
、
現
役
の
働
き
手
で
い
ま

す
。
例
え
ば
、
現
場
の
納
期
と
し

て
は
、
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
が
75

歳
の
左
官
屋
さ
ん
が
、
仕
事
を
依

頼
さ
れ
た
の
で
す
が
、
聞
こ
え
て

き
た
の
が
、
若
手
に
し
て
も
ら
え

れ
ば
え
え
や
な
い
か
と
、
仕
事
を

譲
っ
た
相
手
が
、
65
歳
の
左
官
屋

さ
ん
で
し
た
。
私
も
若
手
と
聞
い

て
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
、
こ
れ
が
近
い
将
来
当
た
り

前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
職
人

と
し
て
は
、
仕
事
の
依
頼
が
あ
れ

ば
死
ぬ
ま
で
現
役
と
思
い
ま
す
。

引
退
す
る
と
す
れ
ば
仕
事
の
依
頼

が
な
く
な
り
依
頼
主
が
判
断
し
て

私
ど
も
、
及
び
周
り
が
引
退
を
考

え
仕
事
を
し
り
ぞ
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
だ
け

な
ら
若
手
が
育
た
な
い
の
が
現
状

で
す
。
い
く
ら
現
場
で
の
自
動

化
、
簡
素
化
が
、
進
ん
で
い
る
と

い
っ
て
も
や
は
り
、
人
の
手
が
必

要
で
す
。
そ
れ
に
は
20
代
30
代
の

育
成
な
の
か
職
場
の
環
境
整
備
な

の
か
、
賃
金
な
の
か
、
そ
れ
と
も

外
国
人
の
受
け
入
れ
な
の
か
い
ろ

い
ろ
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

れ
が
正
し
い
の
か
わ
か
ら
ず
そ
れ

で
も
、
後
10 

年
20
年
後
解
決
し

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
が
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

員
弁
支
部

南
三
陸
町
を
訪
れ
て

大
興
電
気
工
事
㈲

藤
本
　
桃
佳

　

社
員
旅
行
で
宮
城
県
仙
台
市
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
初
日
に
南
三

陸
町
を
訪
れ
て
、
１
時
間
ほ
ど
語

り
部
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら

町
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
地
震
が

起
き
た
時
間
の
ま
ま
止
ま
っ
て
い

る
時
計
（
14
：
46
）
や
取
り
壊
さ

れ
て
い
な
い
仮
設
住
宅
、
当
時
の

様
子
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た

り
、
震
災
前
は
本
当
に
家
が
た
く

さ
ん
建
っ
て
い
て
賑
わ
っ
て
い
た

の
か
、
疑
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
何

も
な
く
て
静
か
だ
っ
た
り
と
、
私

が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
復
興
が
進

ん
で
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
私

は
震
災
当
時
小
学
校
６
年
生
で
そ

れ
か
ら
７
年
も
経
っ
た
の
だ
な
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
残
っ
て

い
る
建
物
に
記
さ
れ
た
22
・
６
ｍ

と
い
う
津
波
の
高
さ
や
南
三
陸
町

の
現
状
を
実
際
に
自
分
の
目
で
見

て
震
災
か
ら
ま
だ
７
年
し
か
経
っ

て
い
な
い
の
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

津
波
で
浸
水
し
た
地
域
は
、
震

災
後
住
宅
が
建
て
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
り
家
や
土
地
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
な
い
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
代
わ

り
に
お
店
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き

て
い
て
、
将
来
的
に
は
す
ご
く
活

気
の
あ
る
町
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
住
む
三
重
県
も
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い

て
、
津
波
の
被
害
に
遭
う
の
で
は

な
い
か
と
予
想
さ
れ
て
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。南
三
陸
町
を
訪
れ
、

現
地
で
見
て
聞
い
た
地
震
・
津
波

の
恐
ろ
し
さ
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
と
い
う
こ
と
を
周
り
の
人
に
伝

え
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
他
人

事
と
は
思
わ
ず
備
え
る
こ
と
で
一

人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
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鈴
鹿
支
部

ギ
ア
ナ
高
地林

　
　
　
咲

　

行
っ
て
見
た
い
所
は
と
問
わ
れ

る
と
ギ
ア
ナ
高
地
と
答
え
ま
す
。

南
米
大
陸
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ブ
ラ

ジ
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
六
か
国

に
広
が
る
今
で
も
、
人
類
未
踏
の

自
然
が
多
く
残
る
地
域
で
す
。

　

中
学
生
の
時
に
読
ん
だ
コ
ナ

ン
・
ド
イ
ル
の
ミ
ス
テ
リ
ー『
失

わ
れ
た
世
界
』
の
本
の
舞
台
に

な
っ
た
ロ
ラ
イ
マ
山
（
高
さ
二
千

八
百
十
メ
ー
ト
ル
の
テ
ー
ブ
ル
マ

ウ
ン
テ
ン
）
と
エ
ン
ゼ
ル
フ
ォ
ー

ル
（
落
差
が
１
千
メ
ー
ト
ル
近
い

た
め
水
が
途
中
で
拡
散
す
る
た
め

滝
つ
ぼ
が
無
い
）
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
折
に
触

れ
、
ギ
ア
ナ
高
地
と
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
冒
険
家
も
ど
き
で
な
い
と

簡
単
に
行
け
な
い
地
球
上
の
場
所

だ
っ
た
の
で
す
が
、何
年
か
前
に
、

テ
レ
ビ
の
特
番
で
泉
ピ
ン
子
さ
ん

と
有
名
人
の
方
が
旅
行
さ
れ
た
映

像
を
見
ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

飛
行
と
か
で
一
部
の
地
域
に
ツ

ア
ー
旅
行
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
熱
帯
雨
林
の
真
ん
中
に
誰
で

も
が
旅
行
で
き
る
時
代
で
す
。
な

ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
な
い
で
行
っ

た
ら
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

ツ
ア
ー
料
金
は
十
一
日
間
で
九

十
万
円
く
ら
い
で
す
。
ガ
イ
ド
付

き
で
す
。

　

で
も
、
熱
帯
で
す
し
、
事
前
に

体
力
補
強
は
必
須
で
す
。
楽
し
む

前
に
疲
労
困
憊
で
ど
こ
へ
行
っ
て

き
た
の
や
ら
と
な
ら
な
い
よ
う

に
。

前号以降の会員異動は下記のとおりです。名簿の追加修正をお願いします。（事務局）

▲ 会 員 異 動 の お 知 ら せ ▲

支部名 種　別 コ－ド
番　号 事　業　所　名 代　表　者 郵便番号 住　　　　所 電　話　番　号 登録（届出）

番　　　号

上　野 加　入 31511 ㈱エ ー デ ン 山下　要一 518-0843 伊賀市久米町57 080-3634-3929 30-026

桑　名 加　入 34477 松 岡 電 気 ㈱ 松岡　幸二 511-0061 桑名市寿町一丁目14 0594-22-0470 （届出）　　
18-010

松　阪 加　入 32189 上 山 電 設 上山　裕司 515-2344 松阪市美濃田町937-2 0598-63-0788 （届出）　　
17-045

松　阪 退　会 32176 道 貝 電 気 工 事 道貝　正克 515-2108 松阪市甚目町798-1 0598-56-3748 29-051

名　張 退　会 31638 ㈲リ ー コ ム 松尾　龍二 518-0471 名張市百合が丘東1番町122 0595-63-6367 （届出）　　
08-015

鈴　鹿 退　会 34770 大 場 電 工 大場　静男 513-0836 鈴鹿市国府町5646-246 059-378-8009 25-125

津 退　会 ㈲篠木電気商会 篠木建一郎 514-0008 津市上浜町二丁目220 059-228-0534 （届出）
91-017

桑　名 退　会 34412 岡 電 気 工 事 岡　　隆夫 512-0934 四日市市川島町1868-1 059-321-7438 29-148

松　阪 退　会 32042 ㈲大 浦 電 業 大浦　光臣　515-2109 松阪市小野江町544 0598-56-3217 （届出）
51-123

四日市 退　会 34322 躍 伸 電 機 商 会 杉山　悟司 510-8028 四日市市下之宮町326-2 059-365-3015 28-007

松　阪 承　継 32130 西 川 電 気 工 事 西川　達也 515-2356 松阪市嬉野上野町1277-5 0596-30-6644 29-220

伊　勢 承　継 33122 中山電気工事店 中山　勝志 519-0501 伊勢市小俣町明野1734 0596-24-2651 29-215
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平成30年度９月以降　各種実施講習会紹介

講　習　会　名 実　　施　　日 時　　間 会　　場

有接点シーケンスによる制御システム
の概要と実践

平成30年10月22日（月）
　　　　　～23日（火）

9：00～16：00 三重電気会館

実　　施　　日 時　　間 会　　　　　　場 備　　考

平成30年９月１日　（土）

　　～　９月22日　（土）
9：00～16：00

　津　：三重電気会館
毎週土曜

（４日間）
四日市：ポリテクセンター三重

伊　勢：ポリテクセンター南伊勢

実　　施　　日 時　　間 会　　　　　　場 備　　考

平成30年11月10日　（土）

　　～　11月24日　（土）
9：00～16：00

　津　：三重電気会館
毎週土曜

（３日間）
四日市：ポリテクセンター三重

伊　勢：ポリテクセンター南伊勢

〈「第一種電気工事士」受験準備講習会〉

　学　科

　実　技

支部名 種　別 コ－ド
番　号 事　業　所　名 代　表　者 郵便番号 住　　　　所 電　話　番　号 登録（届出）

番　　　号

四日市 承　継 34089 諸 岡 電 機 諸岡　孝也 510-0834 四日市市ときわ4丁目8-33-111 090-3421-4740 29-043

桑　名 承　継 34423 信 田 電 気 商 会 信田豊喜智 511-0054 桑名市西鍋屋町126 0594-22-5055 30-040

松　阪 承　継 32317 大 宮 電 工 西田　吉治 519-2704 度会郡大紀町阿曽2662-2 0598-86-2948 29-001

伊　勢 承　継 33113 阿 曽 電 機 商 会 森　　正彦 516-1305 度会郡南伊勢町阿曽浦87-2 0596-72-1052 28-203

伊　勢 承　継 33157 東 電 気 工 事 東　　好美 515-0507 伊勢市村松町5860 0596-37-5565 30-070

伊　勢 承　継 33059 利 喜 屋 梅谷　真保 516-1423 度会郡南伊勢町村山1002-2 0596-76-0057 26-161

員　弁 変　更 34647 近 藤 電 気 近藤　　正 511-0215 いなべ市員弁町東一色541 0594-74-2839 29-118

桑　名 変　更 34416 ㈲山洋電気工業 中山　典昭 511-0931 桑名市大字能部609-15 0594-82-5896 （届出）
94-9

桑　名 変　更 34467 ㈲日の出電気商会 加藤　　剛 511-0854 桑名市蓮花寺1302-6 0594-21-2251 28-105

桑　名 変　更 34476 ㈲ヤ ナ セ 電 工 梁瀬　和矢 511-1122 桑名市長島町松ヶ島700-61 0594-42-2192 29-150

桑　名 変　更 34401 東新電機工業㈱ 黒田　幹司 511-0077 桑名市末広町18 0594-22-0585 （届出）
46-055

伊　勢 変　更 33061 ㈲浜地デンキ店 濱地　太器 516-1422 度会郡南伊勢町神前浦137-15 0596-76-0122 28-094

伊　勢 変　更 33179 ㈱小 山 電 工 烏山　顕優 519-0501 伊勢市小俣町明野380-3 0596-37-2746 （届出）
92-19

鈴　鹿 変　更 34902 ㈱三 扇 光本　　正 510-0944 四日市市笹川三丁目127 059-329-7230 （届出）
46-063

伊　勢 変　更 33143 ㈲永井電気工事 永井　章三 519-0433 度会郡玉城町勝田1616 0596-58-6876 （届出）
00-013

四日市 変　更 34204 ㈱テ　　ラ　　ス 川村　惠一 510-0074 四日市市鵜の森一丁目13番43号 059-328-5551 （届出）
12-014

松　阪 変　更 32079 富 士 電 設 備 ㈱ 沼田　穂積 515-0006 松阪市石津町335-1 0598-51-2273 （届出）
18-018
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第一種電気工事士定期講習のお知らせ
講習実施予定日

講　習　日　時 会　　場 申込書提出先（問合せ先）

平成30年９月20日（木） 三重電気会館２Ｆ （一社）日本電気協会中部支部 ℡052-934-7216

平成30年10月３日（水） 三重電気会館２Ｆ 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862

平成30年11月２日（金） 三重電気会館２Ｆ 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862

平成30年11月27日（火） 三重電気会館２Ｆ 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862

平成31年１月10日（木） 三重電気会館２Ｆ 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862

平成31年１月29日（火） 三重電気会館２Ｆ 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862

平成31年２月19日（火） 三重電気会館２Ｆ （一社）日本電気協会中部支部 ℡052-934-7216

三重県電気工事業工業組合
株式会社三重県電気工事協力会

平
成
30
年
１
月
26
日

伊
勢
支
部

㈲
浜
地
デ
ン
キ
店

濱
地

　
　譲
（
66
歳
）

平
成
30
年
６
月
20
日

四
日
市
支
部

躍
伸
電
機
商
会

杉
山

　悟
司
（
55
歳
）

＝ 安　全　標　語 ＝

焦るほど　増えるリスクの　落とし穴

危ないぞ　事故は　慣れから　油断から

これくらい　緩む心に　ひそむ事故

誤結線・誤接続
の撲滅
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㈱三重県電気工事協力会



㈱三重県電気工事協力会
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ご

　挨

　拶

株
式
会
社
三
重
県
電
気
工
事
協
力
会

代

表

取

締

役

社

長

⻆
　
谷
　
　
　
徹

　

思
い
も
よ
ら
ず
、
こ
の
様
な
役

職
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
人
生
は
計
画
的
に
は
い
か

な
い
も
の
と
実
感
を
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

流
れ
に
逆
ら
え
な
い
自
分
が
あ
り

ま
す
。　

　

鈴
木
前
社
長
が
、
た
っ
た
１
年

で
社
長
を
退
任
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
人
生
と
言

う
川
の
流
れ
の
な
せ
る
こ
と
な
の

か
、
む
な
し
さ
を
感
じ
得
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

細
流
（
せ
せ
ら
ぎ
）
の
中
を
た

た
ず
ん
で
い
た
私
が
支
流
か
ら
本

流
へ
と
、
流
れ
る
川
が
変
わ
る
こ

と
で
、
今
ま
で
に
な
い
責
任
を
感

じ
な
が
ら
、
皆
様
の
協
力
を
得
て

職
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
新
し
い
人
々
と
の
出
会
い
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
人
達
を
通

じ
て
、
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
も
ら

え
る
機
会
（
お
酒
を
飲
む
機
会
）

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
己
研
鑽
の

場
を
与
え
て
も
ら
っ
た
事
に
感
謝

し
な
が
ら
、
協
力
会
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
微
弱
な
が
ら

も
努
力
を
重
ね
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
達
の
三
重
県
協
力
会
が
株
式

会
社
と
い
う
会
社
組
織
と
な
り
、

試
行
期
間
を
得
な
が
ら
、
中
部
電

力
株
式
会
社
様
か
ら
引
込
工
事
を

受
注
で
き
る
と
い
う
大
き
な
権
利

を
い
た
だ
き
、
私
達
の
組
合
活
動

に
大
き
な
変
化
を
与
え
て
も
ら
っ

た
の
は
事
実
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
中
部
電
力
株
式
会
社
様
と
の

長
い
付
き
合
い
か
ら
で
き
た
こ
と

で
す
。
戦
後
の
混
乱
し
た
状
況
の

な
か
で
、
材
料
も
乏
し
く
粗
悪
工

事
も
横
行
し
て
い
る
中
で
、
当
時

の
中
部
配
電
と
我
々
工
事
業
者
が

一
体
と
な
り
、
電
気
関
連
業
者
の

自
主
的
な
団
結
と
技
術
の
向
上
を

目
指
し
て
、
昭
和
21
年
１
月
に
協

力
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
様

な
70
数
年
間
も
の
深
い
つ
な
が
り

か
ら
で
き
た
こ
と
な
の
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
先
輩
諸
兄

が
残
し
て
く
れ
た
大
き
な
財
産
で

す
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
甘
え
る

事
無
く
、

　

一
つ
は
、
中
部
電
力
株
式
会
社

様
に
対
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
資
質
の
向
上
。

　

一
つ
は
、
直
営
班
の
レ
ベ
ル
の

底
上
げ
に
よ
る
、
各
セ
ン
タ
ー
の

技
術
と
施
工
能
力
の
向
上
。

　

そ
し
て
一
番
重
要
な
安
全
教
育

の
繰
り
返
し
に
よ
る
事
故
防
止
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
目
標
と
し
て

県
協
力
会
の
発
展
を
目
指
し
て
、

関
係
者
全
員
が
一
丸
と
な
り
進
め

て
い
き
ま
す
。
中
部
電
力
株
式
会

社
様
は
じ
め
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
三
十
年
四
月
二
十
六
日
三

重
電
気
会
館
に
お
い
て
、「
無
事

故
・
無
災
害
と
安
全
作
業
に
向
け

て
」
を
目
的
に
、
第
三
回
安
全
大

会
を
会
員
事
業
所
か
ら
百
二
十
名

が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

石
原
大
会
副
会
長
が
開
会
を
宣

言
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
た
。

　

次
に
鈴
木
社
長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
平
成
二
十
五
年
四
月
に
㈱

三
重
県
電
気
工
事
協
力
会
設
立
以

来
、
大
き
な
事
故
も
な
く
安
全
作

業
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
対
し
、感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
近
年
感
電
事
故
が
多
発

し
て
お
り
、
中
部
電
力
㈱
勝
野
社

長
か
ら
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け

た
意
識
統
一
の
強
化
に
つ
い
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
出
さ
れ
た
。

　

各
事
業
所
に
お
い
て
は
、
安
全

作
業
の
徹
底
を
図
り
無
事
故
・
無

災
害
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
中
部
電
力
㈱
三
重
支
社

古
田
支
社
長
が
、「
基
本
作
業
の

遵
守
を
徹
底
し
、
お
客
様
に

安
心
・
安
全
な
電
力
の
供
給

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
講
話
が
行
わ

れ
、
三
重
労
働
局
横
田
健
一

産
業
安
全
専
門
官
が
、
近
年

に
お
け
る
労
働
災
害
状
況
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
特
に

墜
落
・
転
落
防
止
対
策
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
話
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
中
部
電
力
㈱
三
重
支
社

配
電
運
営
課
山
本
副
長
が
電
気
引

込
工
事
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
行
っ

た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
と
注
意

事
項
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
平
成
二
十
九
年
度
社
長
表

彰
と
し
て
、
南
勢
電
気
引
込
工
事

セ
ン
タ
ー
山
本
電
気
工
事
㈱
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
合
同
会
社
南
勢
電
気

引
込
工
事
セ
ン
タ
ー
山
本
純
治
氏

に
よ
る
安
全
宣
言
を
行
っ
た
後
、

⻆
谷
大
会
副
会
長
が
閉
会
を
宣
言

し
、
第
三
回
安
全
大
会
は
終
了
し

た
。

第
三
回
安
全
大
会
開
催
さ
れ
る

◆無事故・無災害に向けた安全
　意識を高めよう
◆安全・安心作業に努めよう
◆技術の向上と後継者育成に
　努めよう

大会スローガン

鈴木大会会長あいさつ

中部電力㈱　古田支社長あいさつ

中部電力㈱　山本副長講話模様
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㈱三重県電気工事協力会　新役員、顧問・参与異動一覧

役　職　名 氏　　　　名 合 同 会 社 備　　考
代表取締役
社　　　長 ⻆　谷　　   徹 南勢電気引込工事センター 新　　任

代表取締役
副　社　長 石　原　和　夫 伊賀電気引込工事センター

代表取締役
副　社　長 山　本　　　明 津電気引込工事センター 新　　任

取　締　役 森　本　恭　弘 尾鷲電気工事引込センター
取　締　役 下　井　　　貢 伊勢電気引込工事センター 新　　任
取　締　役 大　西　宣　義 四日市電気引込工事センター
取　締　役 黒　田　幹　司 桑員電気引込工事センター
取　締　役 藤　田　昌　憲 鈴鹿電気引込工事センター
監　査　役 伊　東　克　浩
監　査　役 宮　本　幹　雄

平成30年６月19日

平成30年７月１日現在
役　職　名 氏　　　　名 事業所名・役職
顧　　　問 古　田　真　二 執行役員三重支社長
参　　　与 齊　藤　　　肇 副支社長

〃 森　　　章　人 総務部長
〃 栗　山　　　融 電力サービス部長
〃 戎　屋　哲　司 津営業所長
〃 坂　井　敏　也 伊賀営業所長
〃 成　瀬　猛　司 松阪営業所長
〃 三ツ森　一　雄 尾鷲営業所長
〃 山　本　泰　則 伊勢営業所長
〃 山　下　博　之 四日市営業所長
〃 山　口　房　江 桑名営業所長
〃 林　　　哲　也 鈴鹿営業所長
〃 中　西　利　夫 電力サービス部ネットワーク営業グループ長
〃 岡　本　宏　也 電力サービス部配電運営課長

　

次
の
方
々
が
各
関
係
団
体
か
ら

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

○
平
成
三
十
年
五
月
十
七
日

　
中
部
電
気
工
事
協
力
会
連
合
会

　
会
長
表
彰

　 

（
優
良
技
能
工
事
店
社
） 

　

伊
賀
セ
ン
タ
ー

　
㈲
柘
植
電
気
工
業
所
　
様

　
四
日
市
セ
ン
タ
ー

　
㈲
エ
ス
テ
ー
デ
ィ
ケ
ー
　
様

新　　役　　員

顧　問・参　与
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《平成30年度　安全管理基本計画》

㈱三重県電気工事協力会

１ 基本計画

昇降柱訓練・教育訓練、安全パトロールなどを通して、「安全作業必携」等に定められた基本事項の遵守を徹底し、基本

に忠実な作業の定着を図るとともに、協力会組織見直しを着実に推進していくことにより、作業災害（墜落・転落、感電災

害）および公衆災害を撲滅する。

２ 実施項目

（１）基本事項の遵守の徹底

○店主・作業責任者は、作業者に対して、作業内容と有資格者を明確にした的確な指示、助言を確実に行う。

○共同受注契約に基づく昇降柱訓練・教育訓練は、実現場作業および災害事例に基づいた訓練カリキュラムを反映する

とともに、所定の回数・時間での実施および受講を徹底する。

○安全パトロールは、計画的に実施するとともに、重点事項の指摘を受けた作業者に対する確実かつ継続的なフォロー

により改善状況を確認する。

（２）協力会組織見直しの着実な推進

○引込工事センターの直営班施工能力を整備し組織全体の安全施工体制を推進するとともに、工事店、個人の技能レベ

ルに応じた施工範囲の遵守を図る。

○訓練主催者・パトロール者の意識改革（契約元の責務、教育訓練・安全パトロールの意義を再認識）を図る。

３ 具体的内容

（１）諸施策の展開

実 施 事 項 徹 底 内 容

有資格者（施工区分）による委託作業への
従事の徹底

◆店主・作業責任者による作業者への作業内容と有資格者を明確にした作業指示
の徹底

◆委託工事に従事する作業者に変更があった場合には、速やかに中部電力へ届け
出るとともに、昇降柱訓練・教育訓練を受講したうえで従事させる旨の徹底

作
業
災
害

無墜落柱上安全帯の確実使用と基
本動作の徹底

◆「安全作業標準（柱上作業）」、「訓練プランニングシート」を活用した無墜落柱
上安全帯の確実使用の徹底

◆補助フック取付位置（取付できる箇所・できない箇所）、安全呼称の確実実施の
徹底

◆移動時、検電前における補助胴綱の確実使用の徹底

保護具・防具の確実使用の徹底
◆「安全作業標準（柱上作業・計器作業）」を活用した保護具の確実使用の徹底
◆定期自主検査の確実な実施と適正な保管・管理の徹底

検電の確実実施の徹底
◆アームタイバンド、弱電、メッセンジャーワイヤーを含めた検電の確実実施の
徹底

安全帯Ｄ環付近への本フック取付
時に錯覚しやすい物等の装着禁止
の徹底

◆店主・作業責任者による「無墜落柱上安全帯」の定期点検実施の徹底

低圧活線（接近）作業時における監

督等の作業責任者の任務の徹底
◆店主による安全作業必携「第２章 作業責任者の任務」の内容の徹底

梯子・脚立の確実な固定の徹底
◆「安全作業標準（梯子・脚立使用時）」、「訓練プランニングシート」、災害事
例を活用した現場状況に応じた固定方法の選択と実施の徹底

◆作業用梯子［改良型］（連合会推奨品）の積極的活用の徹底

高所作業車の的確な使用の徹底

◆使用前の作業範囲規制装置および緊急停止装置などの動作確認の徹底
◆「訓練プランニングシート」「安全作業必携」を活用したアウトリガーの確実な

張出・固定・収納、輪止めの確実な使用、車両のギア（変速機）の中立状態確
認の徹底

◆高所作業車搭乗時の安全帯〔胴綱〕使用の徹底
ループ張替標準手順での施工の
徹底

◆「低圧引込線無停電張替工法【三重県電気工事協力会】」に基づく作業の徹底

公
衆
災
害

柱上作業における作業責任者の任
務の徹底

◆安全作業必携「第２章 作業責任者の任務」の熟読および徹底
◆柱上作業者に対する「ゴー・ストップ」の励行の徹底

作業区域内への公衆の進入防止を

目的とした標識類の設置の徹底
◆高所作業車（ブーム下含む）および柱直下のセフティーコーン・プラチェーン

等の併用による作業区域の適正確保の徹底

法令遵守の徹底 ◆安全教育用ビデオなどを活用した「作業責任者の任務」の重要性等の徹底

災害ならびに施工不完全事故発生時の速
やかな報告の徹底

◆店主による安全作業必携「第１０章 災害報告と災害防止対策」の内容の徹底

  

平成３０年度 安全管理基本計画
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（２）実現場作業に則した昇降柱訓練・教育訓練の実施

◆共同受注契約に基づく昇降柱訓練・教育訓練の確実な実施および受講（１回／毎年、所定の時間で開催）

＊協力工事店Ｃ 計器 への教育訓練についても、全計器委託店を対象に１回／毎年開催する。

◆「安全作業必携」、「安全作業標準」、「訓練プランニングシート」および災害事例を活用した基本事項の徹底

◆実現場作業および災害事例に基づいた訓練カリキュラムの充実（引込線の接続、保護具・防具の取付、梯子の固定、

高所作業車の設置・作業区域確保 等）

＊昇降柱訓練においては、待機時間等を有効活用する。

＊高所作業車の設置ではビデオ（長野県電気工事協力会作成）や （メーカー作成）を活用する、ループ張替は「低

圧引込線無停電張替工法【三重県電気工事協力会】」に基づき実施する、などの工夫を施す。

◆従業員名簿による受講対象者（引込線・計器作業従事者）の確実な確認

＊訓練主催者は訓練中の災害・事故等の可能性を考慮し、訓練受講者への傷害保険の加入。

（３）安全パトロールの効果的な展開

◆規定回数を考慮した実施計画の策定

◆安全パトロール票を活用した安全パトロールの実施

◆安全パトロール指摘事項集約票を活用した指摘事項の定量的把握・分析

◆直近の昇降柱訓練・教育訓練、再パトロールによる重点事項の指摘を受けた作業者に対する確実かつ継続的なフォ

ローの実施

◆同種災害撲滅に向けた再発防止策等の共有化情報の水平展開

◆平成３０年度は、パトロールの最重要項目として「保護具・防具の使用」「安全帯・胴綱の使用状況」「作業責任者の指示・

監視」「高所作業車の安全作業」を設定

＊最重要項目については、パトロール者が特に意識してチェックし、問題が確認された場合には「作業を中断

させてその場で指導する」などにより安全意識向上を徹底する。

◆㈱三重県電気工事協力会による安全パトロールの実施 （各直営班の 班に対し１回以上／年）

（４）会 議

会 議 実施箇所 頻 度 実施内容

委託作業

安全推進会議

㈱三重県電気
工事協力会
電気引込工事
センター

回 期
以上

◆実行性のある安全施策（教育･安全パトロール等）の創出および実践

◆災害、安全管理基本計画に基づく取組結果の評価の共有化および各

種対策の水平展開による「繰り返し災害」の撲滅

◆安全管理基本計画に基づく取組状況の報告（進捗確認）

安全技術

委員会

㈱三重県電気
工事協力会
電気引込工事
センター

必要の
都度

◆安全管理基本計画の立案およびＰＤＣＡの実践

◆各種災害、事故に対する対応策の検討および周知

◆引込および内線工事技能オリンピック大会の運営および支援

定例会
電気引込工事
センター

回 ｹ月
以上

◆タイムリーな情報共有と安全施策の周知・徹底

（５）協力会組織見直しの着実な推進

◆引込工事センターの直営班施工能力の整備

◆安全措置を要する引込線工事の引込工事センター直営班での施工の推進

◆工事店、個人の技能ランクに応じた施工範囲の遵守

◆訓練主催者、パトロール者の意識改革による教育訓練、安全パトロールの充実化

＊県協力会または引込工事センターは、パトロールにおける指摘状況や災害事例等を踏まえて安全スローガン

を作成するなどにより、意識改革を図る。なお、電力は引き続き教育訓練、安全パトロールに協力する。

◆作業者が希望する従事者ランクに応じた教育訓練および従事者ランク・工事店ランクの技能認定の確実な実施

◆「従業員名簿に記載する作業者は直営従業員に限定」する旨の徹底
以 上



平成30年８月発行 三　重　電　気　会　報 　　　　第124号 （22）

安全対策行事各合同会社実施状況表　

㈱三重県電気工事協力会

（平成２９年度）   

項　目

安

全

推

進

会

議

自主安
全パト
ロール

安全パト
ロール

災
害
事
例
検
討
会

保
護
具
防
具
の
点
検

計

測

器

の

点

検　
　

昇

降

柱

訓

練

安

全

作

業

訓

練

安

全

講

習

会

新
規

高
所
作
業
車
保
安
講
習

建
設
業
に
お
け
る
職
長
等
及

び
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
に
準
じ
た
教
育

そ

の

他

事

業

店

 

　

数

現

 

　

場

店

 

　

舗

引
込
工
事
訓
練

回数等
２　

回

自主パ
トロー
ル店数

カ　

所
店

都
度
回

２　
回

参
加
店

１　

回

参
加
店

１　

回

名　　 　
（%）

１　
回

名　　 　
（%）

都
度
回

都
度
回

都
度
回

都
度
回

都
度
回

津 2 45 3 0 6 2 97 1 50 1
93

（100％）
1

93　　　　
（100％）

1 0 0 0 2

伊　賀 5 42 40 48 22 4 134 2 67 6
233

（99％）
6

233
（99％）

4 0 1 0 12

南　勢 2 115 7 28 6 4 167 2 85 2
102   

（100%）
3

162   
（100%）

6 0 0 0 2

尾　鷲 2 2 2 0 6 2 32 1 15 1
18

（100％）
0 0 6 1 1 0 0

伊　勢 2 164 12 4 11 4 320 4 320 7
144

（99％）
7

219
（99％）

11 1 5 1 11

四日市 2 83 26 5 10 2 178 2 178 5
237  

（100%）
5

237   
（100%）

9 2 4 2 3

桑　員 2 50 15 0 2 2 111 1 56 1
116   

（100%）
1

116   
（100%）

2 0 0 0 2

鈴　鹿 2 52 6 26 4 2 104 1 52 2
70  

（100%）
2

70  
（100%）

0 1 1 1 0

計 19 553 111 111 67 22 1143 14 823 25
1013        
（99%）

25
1130  
（87%）

39 5 12 4 32
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平成29年度（下期）安全パトロール指摘事項の集約表
㈱三重県電気工事協力会実施

伊賀 鈴鹿 伊勢 桑員 尾鷲 南勢 尾鷲
(森本) （鈴木） （石原） (角谷) (黒田) (大西) (山本)

△１

△１

△２

△２

×１

◎

◎

◎

◎

△１

◎

△１

◎

△１

◎

―

×１

◎ △２

△１

◎

×１

◎

◎

×１

○

 △

四日市
(黒田)

○

高所作業車での安全作業･作業区域確保はよいか

ＫＹの実施はよいか

踏み抜き防止措置はよいか

使用前の規制装置動作確認はよいか

安全作業工具類（計器工事用短絡防止キャップ・
絶縁ドライバー・安全マスク）の使用はよいか
（計器活線時）

○

○

○

○

○

○

○

？

×

―

○

○ ○

作業人員は適正か

○  △

○

重点 チェック項目 計

服装はよいか

○

―

○

○

○

気が付いた点

個人情報保護に関する措置は適切に出来ているか

重量物の運搬・吊り上げ方法はよいか

自主検査はよいか ―

○

○

公衆保安の確保（誘導員・セーフティーコーン、
作業区画の設置）はよいか

輪留めの活用状況はよいか

作業責任者は腕章等を着用しているか

柱
上
作
業

送電後の確認はよいか

有資格者（技能講習受講者）であるか

補助フックの取付位置はよいか

バッケット内での作業は適切か

安全呼称はよいか

検電は良いか

作業責任者の指示・監視は適切か

高所作業車の操作方法はよいか

作業開始前の点検はよいか

設置場所はよいか

作
業
現
場
到
着
後
の
措
置

携行品はよいか（電気工事士免状・運転免許証・
安全必携・工事伝票・その他必要書類）

防具の取付・取外方法はよいか

保護具・防具の使用はよいか

電柱、支線の地際点検を実施したか

昇降設備の設置状況はよいか

３点支持での昇降柱動作ができているか

通い綱の使用方法はよいか

柱上作業姿勢、安定した足場の確保はよいか

小柱への昇柱方法は適切か

出
発
前
の
確
認

無墜落柱上安全帯の使用前点検はよいか

ゴム手袋の着用前点検はよいか

昇柱経路の確認はよいか

作業現場に必要な工具、測定器具等の準備はでき
ているか

工具・保護具・防具・活線用絶縁工具は損傷が無
いように保管されているか

安全帯・胴綱の使用状況はよいか

昇柱用梯子等の使用状況はよいか

昇柱動作はよいか

作
業
責
任
者
の
指
示

屋
根
上
作
業

一
般

「直営従業員名簿」記載の作業員か

安全作業必携は携帯しているか

健康状態はよいか

計
器
工
事

高
所
作
業
車

○

○

ＴＢＭにより、作業者に対する作業内容の周知は
よいか

昇
降
柱
前
点
検

そ
の
他

安全帯Ｄ環付近に本フック取付時に錯覚しやすい
物等が付いていないか

無墜落柱上安全帯の使用状況はよいか

○

○

―
使用なし

―

○

○

○

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

 ○ 

 △

―

―

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 △

 ○ 

○

○

―

―

 △

 △

―

○

○

○

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

○

―

―

○

○

○

○

○

○

―

○

○

○

―

― ―

○

―

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

○

○

―

―

○

―

○

○

―

―

○

―

―

○

―

―

―

○

―

―

―

―

○

―

―

○

―

○

―

○

○

―

―

―

―

―

○

○

○

―

○

―

○

―

―

―
バケット車

―

○

○

○

―

○

―

○

―

―

○

○

○

―

○

○

 △

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○

○

○

○

―

―

―

○

○

 △

―

○

○

―

―

 △

○

 ○ 

―

○

○

―

―

○

○

○

○

○

― ―

―

―

―

○

○

○

― ― ― ― ― ― ―

○

○

○

◎

○

―

○

○

―

―

○

○

―

―  △

○

○

―

○

 ×

 △

○

△

―

―

○

○

○

○

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 ○

○

○

○

○

○

 ×

○

○

○

○

○

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○ ○

 ×

○

○ ○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

―

○ ○

○

――

○

○

○

○

○

○

○

○

 ○

○

○

○

○

○

―

○―

―

○

―

○

○

―

高所作業車の
バスケットが

移動している時、
作業責任者が車の
移動でいなくなった。

ロープでDV線を
吊り上げ中にDV落下、
吊り下げ中にDV落下。

DV線を伸ばす時
地面ではキズが
つくので、キズが
付かない方法で
行って下さい。
雨と川の流れの
音で、声が小さく

感じた。

通行人、車などが

下を通る時、

作業を確実に

中止するのが

非常に良かった。

高所作業車資格者証を

全体の作業内容は
説明したが、誰がす
るのか指示が無い

道路が狭いので
車、通行人が

作業区画の横を
通過する時は、

作業を中止する事

声が出ていなくて、
どういう作業を
しているのか
確認できない

ガードマンも含めて
行っていた

前年度の指摘事項が

改善されている。

通行人がいる時
作業中止を指示

TBM、KYが
大変良かった。

○ 工事中看板の設置が
ない。

○ 脚立の使用方法を
注意した。

○ 監督者の指示、監視
がよかった。

○ 車の通行時に作業を
停止させており良かっ
た.。

バケット車使用

使用なし

TBM、KYが
大変良かった。

若い人の足元を
注意して下さい

準備の途中で
工具とシートが
重なっていた

作業分担を
明確にして
をして下さい

計器活線時、
安全マスクを
使用しなかった

輪留めがなかった

弱電の金物を
足場にしていた

各作業ごとの
KYが無い

充電部作業の
呼称不足

充電部作業時の
注意がない

腕章無し

防具の取付時は
ゴム手袋着用

ﾛｰﾌﾟを確実に
DV電線に
取り付ける

○ 団地内の狭い
道路での作業
でしたが、適切な
交通誘導でした。

○ TBM,KYも良好
でした。

○ 呼称も適切でし
た。

内容を明確に
して下さい
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平成 29 年度　引込工事センター安全パトロール結果（年間報告）
中部電力㈱三重支店実施

１ 目的 発注者として、安全管理基本計画に基づく安全管理（工事品質含む）状況の確認および各センターの従事者ランクに対する維持認定結果の確認を目的とし実施する。

２ 対象工事店 各電気引込工事センター全専門（直営）班を対象とする。

３ パトロール結果

（１）実施日

対象数
実施日および計画日

参考（工事店名）
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

津電気引込工事センター ２／２ ● 株 ウェイテクノス、 株  アルファ

伊賀電気引込工事センター ２／２ ● 三重電設工業 株 、小川電気工事 株

南勢電気引込工事センター ２／２ ○ ● ●７ 株 美和電工、山本電気工事

尾鷲電気工事引込センター ２／２ ○ ● 尾鷲電設 株 、（株）堂前電気商会

伊勢電気引込工事センター ２／２ ● 有 長谷川電気土木、 株 イフミ電気

四日市電気引込工事センター ３／３ ○ ● 有 トキワ設備、 株 イシン

桑員電気引込工事センター ２／２ ● 株 サンロック、（有）十社電気商会

鈴鹿電気引込工事センター ２／３ ○ ● ● 株 鈴鹿テクト、（有）篠原電気工業所、 有 土性電気設備

合計 ／

（２）指摘・指導内容

作業項目 確認内容 指摘・指導内容
指 摘 ・ 指 導 数

（参 考）２８年度パトロール結果
指摘数

上期 下期 年度

基本事項

服装は良いか。（袖口 安全帽の紐は） ０ ０ ・作業着の袖ボタン外れ １

ＴＢＭ、ＫＹは実施したか。
・ＫＹの内容不足（監督者のみ発言）
・ＴＢＭ不足（作業内容･手順･防護範囲等）
・ＴＢＭ･ＫＹを混在して実施

３
４
１

１
５
０

・ＫＹの内容不足（監督者だけの発言）

・途中合流者による作業分担変更の周知なし

２

１

車両・公衆への安全対策は良いか。（ｾｲﾌﾃｨｺｰﾝ等の使用は）

・危険表示不足 プラチェーン、セーフティバー等）

・歩道占有時の歩行者通路、誘導方法不適

・作業用看板の未設置による公衆保安確保不足

・道路横断引込線張り上げ途中に一般車両線下通過

・セイフティバー破損 （公衆に近い部分）

２

２

０

０

０

３

０

１

１

１

・危険表示不足、落下物への対策不足
公衆保安措置箇所に開口部有
プラチェーン、セーフティバー未使用
工事予告看板未設置
引込線架線時の作業区域未設定

・作業区域設定不備
（作業直下付近に歩行者用通路を設置）

６

１

ガードマンの配置は良いか。
・ガードマンの配置不足（公衆保安確保困難）
・ガードマンを作業直下で配置（安全な位置へ配置）

０
０

１
１

０

引込線工事

（ﾒｯｾﾝ工事含む）

昇柱前点検を実施したか。（電柱根元・昇柱経路） ０ ０ ０

無墜落柱上安全帯・胴綱の使用状況は良いか。（事前
点検含む）

・胴綱使用前点検未実施
・無墜落同綱（キンク有）点検不足

２
０

０
１

・胴綱点検の未実施 １

補助フックの取付位置は適切か。 ０ ０ ０

作業姿勢は良いか。（安定した足場の確保は良いか） ・足場ボルトと弱電金具を足場とした作業 ０ １ ０

落下物対策は良いか。（通い綱 工具袋の使用）

・ロープ結び不適切
・メッセン張り上げ不適（共架と干渉）
・合図なしに作業中直下へ入る
・仮足場撤去後、胴綱の上でロープ結び
・架線中の仮処置不適（電線落下の可能性有）
・公衆保安確保不足（直下で他社作業者の作業あり）
・昇柱時の持参ロープを腰胴具のロープフックに吊る

したまま作業

１
１
２
１
０
０
０

０
０
０
０
１
１
１

・引込線の落下対策不足

（引込線 字 に通い綱の環首を通したのみ）

・支持点にビニルテープで電線を仮固定

・工具（Ｐ型線磨き）の落下

・相番者のバケット直下作業

・ポリ管撤去作業時の意図しないポリ管外れ

１

１

１

１

１

ゴム手袋（高圧・低圧）の着用は確実か。（使用前点
検含む）

・活線作業時低圧ゴム手袋未着用 ４ ０
・防護取付時における低圧ゴム手袋未着用

・保護具・防具使用前点検未実施

１

２

防具は確実に取付したか。（取付・取外手順 防護範囲）

・防護範囲の不足（充電部･流出部）
・作業者の独断で防護撤去。監視者の指示なし
・防護取付時、充電部に接触
・防護取付手順不適

２
１
０
０

４
０
１
１

・防護範囲の不足（流出防護無）

・防護取付・取外手順不備

３

３

梯子の固定は良いか。（人が支えるかロープで固定したか） ・傾斜地での脚立使用時、転倒防止処置なし １ ０
・梯子建掛け角度不備

・梯子固定不備（固定ベルトに緩みあり）

１

１

安全呼称は良いか。 作業ポイントでの発声確認） ・安全呼称一部未実施 ４ ４ ・安全呼称の一部未実施 ９

検電は良いか。 ０ ０ ・弱電メッセンの検電漏れ ２

その他

・ＤＶ線地面へ直置き
・引込縁廻し線が長いままで施工（他充電部へ接触の

可能性あり）
・保護具・防具が工具類と混在して準備
・脚立に跨っての作業実施（周知済み後）
・弱電をこすりながらの引込線架線
・離隔等、施工基準の知識不足

１
４

０
０
０
０

０
０

１
１
１
１

・作業区域外への引込線のはみ出し

・道路横断準備作業における指示外作業

１

１

計器工事

低圧ゴム手袋の着用は確実か。
・送電後の電圧確認時、低圧ゴム手袋の未使用
・送電後の電圧確認時、素手で実施

２
１

０
０

・送電後の電圧確認時、低圧ゴム手袋の未使用 １

端末ｷｬｯﾌﾟ､絶縁ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰー、安全ﾏｽｸの使用は良いか。
・送電後の電圧確認時、安全マスクの未使用
・使用できない安全マスクを車載または不所持

２
２

０
２ ・送電後の電圧確認時、安全マスクの未使用 ２

より線の端末処理は適切か。 ０ ０ ０

安全呼称は良いか。 作業ポイントでの発声確認） ０ ０ ０

検電は良いか。 ０ ０ ０

その他 ・計器端子締付手順不適（上→下） １ ０ ０

高所作業車

の取り扱い

高所作業車の設置場所は良いか。

・傾斜地５°において輪留めが後輪のみ実施
・高所作業車輪留め未使用・積載不足（２コのみ）
・高所作業車輪留め未使用
・輪止め密着不適
・ジャッキベース不良
・ジャッキが側溝蓋に掛かり設置
・ジャッキ格納中に盤木・輪留めの片づけ
・輪留め使用方法不適

１
１
０
０
１
１
１
０

０
０
１
１
０
０
１
２

・アウトリガ設置不備

タイヤ接地、前方のみ・前後同時操作

・ジャッキベース不備

（アウトリガよりも小さい自作ベースを使用）

７

１

高所作業車の使用方法は良いか。

・ジャッキ操作部開けたまま（誤操作防止）
・車体アース未取付
・バケット移動時、弱電等他共架物件への接触
・ジャッキ張り出し、水平・地切不適

１
１
０
０

０
０
１
１

・車体アース未取付 ６

・バケット乗車後胴綱装着 １ ０ ０

その他 ・水準器不良。（水平わからず） １ ０ ・車外からのエンジン始動 １

監督者の責務

作業指示（作業分担）が明確に行われているか。 ・作業分担・手順の説明不足 １ １
・作業分担・手順の説明不足

・作業分担指示なし（相番者）

３

１

作業責任者の保護具、防具の指示は良いか。
・防護範囲に対しての指示不足
・取付･撤去の順位不適
・防護取付時、充電部に接触

６
１
０

０
０
２

・流出防護取付指示なし

・不安全作業時の作業中断指示なし

２

３

作業責任者の監視は適切か。

・重点監視が必要な場面での監視不足
・作業員の不安全行為に対しての注意不足
・高所作業車作業位置 安全な位置 の指示
・安全管理不足
・公衆保安確保不足

４
１
１
１
０

１
０
１
２
２

・作業責任者自らの作業による監視不足

・重点監視（活線作業時）の不足

・安全呼称応答不備（相番者不在）

１

４

１

その他（腕章不使用） ０ ０ ・作業責任者の腕章未取付 ４

４ 評価

（１）基本事項

ア ＫＹの実践については定着しているが、一部で監督者主体的にＫＹを進める場面が見受けられた。全員参画により安全意識・感受性の向上を図っていただきたい。

イ ＴＢＭについては、全体的に簡略化傾向にある。経験値向上により、作業内容･手順が個々人に定着しているため説明不要と考えられがちですが、現場毎に環境が変わるため、監督者は現地状況に

応じたＴＢＭを密に実施していただきたい。

ウ 公衆保安対策については、セフティコーン・セフティバーで作業エリア確保が実施されていた。しかしながら、車両設置に関する輪留め・ジャッキベース等、Ｈ２８年度に比べ指摘が多く作業の慣

れによる手抜き、又ルールを理解されていない作業員を一部見受けたので、監督者は現地の実施状況を確実に監視し、その場で指導を行い定着に努めていただきたい。

（２）引込線工事

ア 低圧ゴム手袋の未使用についても、Ｈ２８年度より指摘件数が増え改善に至っていないことを確認した。防護の手順・方法・取付箇所等においても同様の結果である。このことから、作業慣れによ

る意識低下と言わざるを得ない。活線に対する意識向上、危険に対する感受性の向上を図っていく必要がある。

イ 安全呼称については、概ね定着されたことが確認できた。一部作業員の未定着については、都度、監督者からの必要性を指導し実践させるようお願いしたい。

ウ 引込線架線時の弱電への配慮、仮処置の多くが配慮不足であった。弱電の障害発生、仮処置不適により電線落下し公衆災害が発生することが容易に予測される事象であるため、今後改善が必要である。

エ 公衆保安対策、直下作業員対策として、落下防止ネットの使用を検討いただきたい。

（３）計器工事

ア 計器工事について、動作確認・電圧確認等で、Ｈ２８年度と同様安全マスクの未使用・不所持といった指摘が見られた。作業に慣れルールを逸脱する、もしくは一部において、ルール自体を知らな

い監督者・作業員も確認したため、定期的な知識教育（勉強会等）の実施を行っていただきルール定着をお願いしたい。

（４）高所作業車

ア 高所作業車による架線工事において、弱電への接触・こじれ等が見受けられた。監督者・作業員双方で共架物件への配慮をしていただき作業従事いただきたい。

（５）監督者の責務

ア 重点監視が必要な場面においての監督者は確実に監視されていることが確認できた一方で、今回の指導項目は、作業は作業員に委ね、公衆保安はガードマンに委ねている場面が指導項目に現れた。

監督者の役目は重要である。公衆保安確保・不安全行動の排除・品質向上に積極的に取り組んでいただきたい。

以 上
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